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研究成果の概要（和文）：日本人英語学習者にとって重要な句動詞を特定するために、各種言語資源データにお
ける句動詞の頻度を明らかにした。この結果に基づき、学習者のモデル・インプット・アウトプットを基にし、
母語話者の使用頻度と認知度が高い項目と、頻度にかかわらず学習者が習得すべき項目を含む、特に初中級の日
本人英語学習者向け重要句動詞リストを作成した。学習者がうまく使えていない句動詞を明らかにするという教
育上の配慮を含む点がこの句動詞リストの大きな特徴である。この情報をうまく利用することで、学習者のコミ
ュニケーション力向上に資することが期待される。

研究成果の概要（英文）：In order to identify essential phrasal verbs for Japanese EFL learners, the 
frequencies of phrasal verbs in various types of linguistic data were analyzed, and a list of 
phrasal verbs was created. This list is based not only on the models for learners, but also on 
Japanese learners' input and output, and thus includes those items that are frequently used and 
highly recognized by English native speakers, as well as those items that Japanese learners should 
learn irrespective of their frequencies. Therefore, it is targeted specifically at Japanese 
learners, especially at beginning to intermediate levels. One of the greatest advantages of this 
list is that because it is based on pedagogical considerations, it clearly shows those items that 
learners have difficulty using. It can be hoped that making full use of the information herein could
 help learners develop their communication skills.

研究分野： コーパス言語学・認知言語学・辞書学
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１．研究開始当初の背景 
これまで、英単語に関しては JACET 8000

など、主に頻度に基づく基本語彙が多く提案
され、その重要性も認知され、教育場面で活
用されてきた。対照的に、句動詞はその頻度
の高さと重要性にも関わらず、英語教育にお
いて十分な注目を受けていない。 
特に日常よく使う中頻度語彙（3,000～

10,000 語程度の水準）において、広い意味で
の句動詞（慣習的に用いられる動詞＋前置
詞・副詞）が占める割合は約 5%にも及ぶ。し
たがって、句動詞は英語の語彙の重要な一部
を構成していて、学習者にとっても重要であ
ることは明白である。 
しかしながら、現在までのところ、学習者

にとって習得の優先順位が高い句動詞を明
らかにし、教育に活用するという実践はほと
んど行われていない。特に初中級段階の英語
教育で句動詞は単語と比べて十分に指導さ
れておらず、その結果、日本人英語学習者は
句動詞をうまく使うことができない。これは
日本人の英語コミュニケーション力不足の
一つの要因だと考えられる。 
このような状況に鑑み、一定の客観的な基

準で英語において重要と考えられる句動詞
を選定することが必要である。 
 
２．研究の目的 
日本人英語学習者は、母語話者と比べて質

と量の両面で句動詞を適切に使うことがで
きない。その原因の一つが、学習者が習得す
べき句動詞項目が明らかになっていないと
いうことである。本研究では学習者のモデ
ル・インプット・アウトプットのデータを基
に、日本人英語学習者にとって重要な句動詞
項目を分析・特定し、教育に直接活用できる
句動詞リストを作成することで、学習者のコ
ミュニケーション力向上に資することを目
指す。 
研究代表者が過去に行った研究では、次の

手法で約3,000項目の頻度情報付きの基本句
動詞リストを作成した。 
(i) 英米の英語母語話者コーパスとウェブ
上の英語サイトから作られた n-gram データ
から動詞（＋目的語）＋前置詞・副詞を抽出
し、（前置詞付動詞も含む広い意味での）句
動詞候補の頻度を大規模に調査した。 
(ii) 主要な学習者向け句動詞辞典 5点の見
出し項目の収録情報と構文パターン・重要度
表示をデータ化し、(i)のデータで各項目の
頻度を調べた上で、頻度が低くとも重要と考
えられる句動詞を抽出した。 
このリストは高頻度の句動詞に加えて、句動
詞辞典が共通して重要だと指定する項目も
教育的配慮に基づいて含んでいる。しかしな
がら、日本人英語学習者の視点で特に重要な
項目がどれなのかという情報は含まないと
いう限界がある。 
そこで本研究では分析対象データの範囲

を、特に初中級の学習者のインプットとアウ

トプットにまで拡大する。インプットとして
は教科書を、アウトプットとしては作文・発
話コーパスを分析し、これらのデータから学
習者が学習・使用する句動詞の実態を明らか
にする。さらに、学習者が触れる可能性が高
く、かつ教育目的で精選されている英英辞典
の定義・用例も学習者のモデルとしての分析
対象に追加して調査する。 
これらのデータの分析を通して、母語話者

の使用頻度と認知度が高く、同時に学習者が
習得すべき項目を含み、教育上の配慮も反映
した、日本人英語学習者のための重要句動詞
項目を抽出することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
(i)学習者の最終的なモデルとしての母語

話者コーパス・句動詞辞典のデータ・英英辞
典の用例、(ii)学習者が学習過程で直接触れ
る英語教材としての教科書の英文・英英辞書
の定義、そして(iii)学習者の語彙習得状況
の一面を明らかにする作文・発話コーパスを
分析することで、特に日本人英語学習者に必
要な句動詞項目を特定し、教育に直接活用で
きるリストを作成する。 
母語話者コーパスと句動詞辞典について

は研究代表者が過去の研究で既にデータを
得ているので、本研究では同じ手法を使って
教科書・英英辞典・学習者コーパスを分析し、
全てのデータを統合して日本人英語学習者
に必要な重要句動詞リストを作成する。 
各種言語資源データから句動詞候補を抽

出する手法の概略は、(i)分析対象テキスト
を品詞タガー・パーザーで処理し、(ii)各句
動詞を品詞列のパターンとして記述した正
規表現で1点以上の句動詞辞典に収録されて
いる句動詞の頻度を集計し、(iii)それ以外
の句動詞候補の動詞句も品詞情報に基づい
て抽出して頻度を集計する、というものであ
る。処理はコンピュータープログラムを作成
して、正確に行う。 
本研究では以下の言語資源データを分析

する。 
(A) 学習者のモデル：母語話者コーパス（約
1億語の BNC・約 5億語の COCA）・Google の 1
兆語のデータに基づく n-gram データ（Web 1T 
5-gram, Version 1）・句動詞辞典見出し収録
状況・学習者向け英英辞典の用例 
(B) 学習者のインプット：中学校・高等学校
用の英語の検定教科書で採択シェアの高い
もの 
(C) 学習者のアウトプット：ICNALE (The 
International Corpus Network of Asian 
Learners of English)（書き言葉）・NICT JLE 
Corpus（話し言葉） 
これらのデータを分析し、(A)に基づいて

学習者のモデルとなるデータにおける句動
詞の使用実態を明らかにし、(B)に基づいて
特に初中級の日本人英語学習者が学習する
句動詞項目を抽出し、(C)に基づいて日本人
学習者が実際に習得できている句動詞と習



得できていないものを明らかにする。 
これらの分析結果をまとめて、日本人英語

学習者に必要な重要句動詞リストを作成す
る。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 26 年度 
 中学校の教科書全点、高等学校のコミュニ
ケーション英語 I・II、英語表現 I・IIの多
くを電子化した。英語表現については、多様
なタイプの英文が含まれているため、技能別
のタグを付けた上で電子化した。英英辞典の
定義・用例テキストデータについては、
Cambridge Advanced Learner's Dictionary, 
Fourth Edition の定義・用例データを追加整
備した。 
(2) 平成 27 年度 
 本年度より使用が開始された高等学校用
のコミュニケーション英語IIIの主要なもの
を電子化した。学習者コーパスとしては、
ICNALE（書き言葉）と NICT JLE Corpus（話
し言葉）を対象とし、前処理を含めてデータ
の整備を概ね完了した。 
(3) 平成 28 年度 
 各種言語資源データにおける句動詞の頻
度集計を行い、各データにおける句動詞の頻
度を明らかにした。この結果に基づき、学習
者のモデル・インプット・アウトプットを基
にし、母語話者の使用頻度と認知度が高い項
目と、頻度にかかわらず学習者が習得すべき
項目を含む、特に初中級の日本人英語学習者
向け重要句動詞リストを作成した。学習者が
うまく使えていない句動詞を明らかにする
という教育上の配慮を含む点がこの句動詞
リストの大きな特徴である。この情報をうま
く利用することで、学習者のコミュニケーシ
ョン力向上に資することが期待される。 
(4) 今後の研究の展開 
 本研究では、英語表現の教科書の電子化に
際して技能別のタグを付けた。この技能タグ
付与をコミュニケーション英語の教科書に
おいても行い、他のコーパスもタイプ別によ
り詳細に検討することで、技能別の必須句動
詞リスト（例えば読んで意味が分かればよい
句動詞や使いこなせるようになるべき句動
詞など）が得られる可能性がある。 
 また、従来は単語レベルでの語彙や文法項
目等に基づいて測定していたテキストの難
易度を、句動詞も考慮することで、より高い
精度で測定することが可能になると考えら
れる。 
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